
結びあう一つのことば、やあ、おはよう

潤いと リ ズムを
越表小に「躍動の丘」完成

巴一

　越表小学校（上水和昭校長）に升

一キワトコースか冗験しました、

　挙校裏山の一躍動の丘一と名づ

干られたこ4）コースには、カ）ナ浮

b・）ら）らi動木・アリしこく。

ターサン飛び・三角通路なとの施

設があります

　設置きれた目的として、コース

て楽しく遊ふことによって、

τ豊かな人間性一盾緒の安定、羽

大な気字、判断力と決断力

コ体力の増強一筋力、筋の持久力

脚力、パワー、持久力、平衡感覚

等を期待し、併せて児車のマ校牛

活にうるわいとりヘムを持たせる

ことかあげられで・ます、

　使用方泣、は、コースと学年を3

区分したローテでノヨノ方武をと

》）、原則として先生かっき、使用

禁llの際は、標識て指示するなこ

女戦ぐ寸策も万全を期しています、

　施設の費用は使用した木材伏な

とわずかに29万円、作業は、すへ

て先生とPTAの労力奉仕によっ

て行われ、校［x住民の連帯忌識の

深きを小しで・るど’えます。

昭和54年3月号第534号

発行東郷町役場・編集／企画開発課

ひとかたまり茉，の花咲けり春の日の

　　ひかり隈なき　り畑の隅に

　　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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古
い
民
旦
ハ
を
大
切
に

　
福
瀬
公
民
館
が
「
あ
す
を
き
ず
く
人

づ
く
り
運
動
」
の
実
践
盾
動
を
公
開
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
が
「
人
づ
く
り
運
動
」

の
一
環
と
し
て
毎
年
モ
デ
ル
的
に
公
民

館
を
指
定
し
て
実
践
盾
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
が
、
五
十
三
年
度
指
定
の
福
生

公
民
館
が
、
広
瀬
地
区
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
で
公
開
し
た
も
の
で
す
。

　
二
月
十
八
日
の
公
開
て
は
、
ま
ず
、

新
名
公
民
館
長
か
総
括
的
に
一
年
間
の

盾
動
状
況
を
報
告
し
た
あ
と
、
青
年
、

婦
人
、
子
と
も
会
育
成
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
小
学
生
代
表
、
ス
ホ
ー
ノ
ヲ
ラ
ブ

の
各
代
表
か
そ
れ
ぞ
れ
実
績
を
発
表
し

ま
し
た
．

　
続
い
て
講
演
に
う
？
）
、
県
立
総
合

博
物
館
の
泉
房
子
先
生
の
「
民
俗
と
ふ

モテル乞5
4
励

燕
イ
▼

瞬
あ謹

呈
、

、
魔
．

民
∵
俗
と
ふ
る
さ
と

　
　
三
婆
二
二
、
者
竹
死

　
　
　
　
　
　
　
　
φ
儀
　
　
　
事
づ
、
済
す
愛
画
i

㍗
蟻
険
蔭
㍗
講
麟
箋
濃
婁
奏
，
夢
・
・
一

」泉先生の講演門人づくり運動の原点は

る
尊
、
㌔
と
」
と
題
し
た
講
演
か
行
わ
れ
、

歴
史
と
生
盾
文
化
を
示
す
古
い
民
具
を

大
事
に
す
る
こ
と
が
、
つ
ま
り
は
人
と

人
と
の
つ
な
が
う
を
大
切
に
す
る
心
に

つ
な
か
る
も
の
て
、
人
つ
く
う
運
動
の

原
占
い
で
あ
る
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
瀬
区
内
か
ら
現
に
県
立
博

物
館
に
保
管
き
れ
て
い
る
数
々
の
貴
重

な
民
具
な
と
か
ス
ラ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

心
の
ふ
れ
あ
い
を

生
盾
文
化
の
向
上
に
よ
り
生
盾
が
一

応
安
定
す
る
と
、
私
た
ち
は
新
し
い
も

の
を
追
い
求
め
よ
う
と
す
る
心
理
作
震

が
は
た
ら
く
と
い
わ
れ
、
そ
の
こ
と
は

時
代
的
な
傾
向
で
よ
い
こ
と
で
は
あ
う

ま
す
が
、
形
ば
か
り
を
求
め
る
の
で
は

な
く
、
人
間
性
を
基
調
と
し
た
生
盾
の

近
代
化
を
地
域
く
る
み
て
図
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
て
し
よ
う
か
．

　
高
度
経
済
成
長
も
終
り
を
遂
げ
、
近

年
、
地
域
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ

と
は
よ
い
傾
向
で
す
が
、
単
に
指
定
き

れ
た
地
区
た
け
で
な
く
、
全
町
あ
げ
て

「
あ
す
を
き
ず
く
人
つ
く
う
運
動
」
を

継
続
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
う
、

そ
れ
が
地
域
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
に

な
う
ま
す
。

連
帯
意
識
の
高
揚

　
「
婦
人
の
千
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ
く

り
し
を
合
言
葉
に
、
一
月
二
十
八
日
に

第
一
回
婦
人
祭
が
中
央
公
民
館
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
近
年
、
多
岐
に
わ
た
る
就

労
婦
人
の
増
加
現
象
に
よ
っ
て
、
特
に

き
け
ば
れ
て
い
る
地
域
連
帯
意
識
を
盛

、
ト
げ
、
さ
ら
に
婦
人
の
地
位
向
上
を

図
ろ
う
と
い
う
目
的
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
．
．

　
当
日
は
、
午
前
九
時
三
↓
分
か
ら
の

開
会
式
に
ひ
き
つ
づ
｝
、
・
、
意
見
発
表
、

可
こ
れ
か
ら
の
婦
人
会
石
動
＝
伊
｝
テ
ー

マ
に
佐
伯
英
雄
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ

昼
休
み
は
、
バ
サ
ー
て
全
員
手
作
う
の

味
に
舌
つ
づ
み
を
う
ち
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
ノ
ヨ
ン
と
し
て

演
芸
大
会
か
行
わ
れ
、
各
地
区
の
会
員

アトラクション

に
よ
る
二
十
三
種
の
歌
や
舞
踊
で
に
ぎ

わ
い
、
初
め
て
の
婦
人
祭
て
不
安
な
様

子
だ
っ
た
役
員
た
ち
も
、
そ
の
盛
況
ふ

り
に
【
す
っ
か
り
自
信
を
つ
け
、
琶
労

も
い
っ
へ
ん
に
忘
れ
ま
し
た
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
．
、

　
来
年
も
、
今
回
の
経
験
を
生
か
し
、

創
意
工
夫
し
て
楽
し
く
有
意
議
な
婦
人

祭
が
実
施
で
き
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

町報とうこう（3

　
町
教
育
委
員
会
が
調
査
し
た
新
年
度

入
学
の
幼
児
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
該
当
者
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
ま
で

の
間
に
生
れ
た
幼
児
で
す
。

　
昨
年
九
月
三
十
日
現
在
て
位
民
基
本

台
帳
て
調
査
し
て
い
ま
す
が
名
前
が
掲

　
　
　
　
　
　
載
さ
れ
て
い
な
い
幼

　
　
　
　
　
　
児
に
つ
い
て
は
三
月

生年一
“くす議

ソも
（
富
男
・
長
女
）

・
長
男
）

▼
福
瀬
小
▲

　
神
谷
猛

利
枝

勝
美
・
長
男
）

長
男
）

直
野
孝
昭 　

　
黒
木
優
（
正
毅
・

　
　
　
十
八
名

　
　
（
俊
男
・
長
男
）
　
堂
園
由

（
定
市
・
二
女
）
　
田
中
＝
昌
（

　
　
　
　
井
本
哲
也
（
洲
之
・

　
直
野
省
二
（
己
紀
男
・
二
男
）

　
　
（
房
則
・
二
男
）
　
小
林
睦

卜
日
ま
で
に
、
保
護

者
か
直
接
ま
た
は
電

話
て
教
育
委
員
会
事

務
局
ま
で
申
し
出
て

く
た
さ
い
。

▼
寺
迫
小
▲
十
二
名

　
橋
口
昌
也
（
寧
・

二
男
）
　
黒
木
淳
一

（
稔
・
長
男
）
　
高

尾
正
樹
（
龍
正
・
長

男
）
　
植
野
い
く
み

（
誠
・
長
女
）
　
黒

木
徳
一
（
妙
順
・
二

男
）
　
高
瀬
久
利
（

久
臣
・
長
男
）
　
黒

木
安
夫
（
勝
行
・
長

男
）
　
黒
木
美
子
（

時
雄
・
長
女
）
　
黒

木
朱
実
（
満
寿
美
・

長
女
）
　
黒
木
由
美

　
幽
門
正
一
（
正
人

　
　
　
　
　
二
男
）

美
（
和
男
・
二
女
）
　
鶴
田
千
代
子
（

久
二
男
・
三
女
）
　
矢
野
肖
也
（
博
・

二
男
）
　
平
野
吾
郎
（
米
蔵
・
長
男
）

仁
田
要
（
弘
幸
・
長
男
）
　
新
名
幸
了

（
正
幸
・
二
女
）
　
海
野
慶
二
（
正
幸

・
二
男
）
　
田
辺
か
お
る
（
仁
・
長
女
）

谷
口
直
美
（
勝
義
・
長
女
）
　
谷
口
ふ
・
・

お
り
（
幸
広
・
長
女
）
　
山
田
仁
一
（

屈
子
・
二
男
）
　
谷
口
由
装
（
大
八
・

長
女
）だ

鹸
；、

一
環
荻

’

▼
東
郷
小
▲
　
三
十
八
名

　
長
田
初
美
（
忠
・
長
女
）
　
高
館
義

幸
（
金
時
・
長
男
）
　
東
村
光
教
（
吉

市
・
長
男
）
　
柳
田
亮
二
（
憲
↓
郎
・

長
男
）
　
都
甲
東
穂
（
幸
之
・
長
女
）

平
川
恵
子
2
利
・
長
女
）
　
寺
原
弓

夏
（
弘
勝
・
二
女
）
　
台
田
祐
之
（
幸

雄
・
二
男
）
　
那
須
団
（
達
允
・
長
女
）

平
田
美
恵
（
久
吉
・
長
女
）
　
黒
木
宏

（
力
義
・
二
男
）
　
黒
田
美
和
（
未
広

・
長
女
）
　
小
林
雅
典
（
明
・
長
男
）

南
千
晶
（
公
明
・
長
女
）
　
伊
東
征
．
一

　
（
尚
・
二
男
）
　
塩
月
真
樹
夫
（
謙
介

・
長
男
）
　
中
竹
紹
子
（
貞
敏
・
長
女
）

塩
月
浩
（
光
喜
・
長
男
）
　
小
谷
由
加

　
（
尿
・
二
女
）
　
成
実
真
（
米
美
・
長

男
）
　
佐
藤
忠
彦
（
健
一
・
長
男
）

占
田
美
香
（
稲
穂
・
二
女
）
　
前
田
昌

弘
（
福
叉
・
二
男
）
　
浜
地
貴
志
（
力

．
長
男
）
　
志
田
正
和
（
袈
ゲ
夫
・
二

男
）
　
村
木
幹
雄
（
辰
己
・
長
男
）

森
田
健
二
（
共
美
・
長
男
）
　
稲
田
秀

柳
（
茂
・
長
男
）
　
寺
原
太
（
萬
・
二

男
）
　
矢
野
ゆ
か
り
（
睦
男
・
長
女
）

弁
本
由
紀
（
岩
根
・
二
女
）
　
小
野
貴

子
（
三
千
樹
・
長
女
）
　
山
口
孝
之
（

和
平
・
二
男
）
　
谷
口
美
由
紀
（
健
吾

・
三
女
）
　
植
田
理
恵
（
誠
・
二
女
）

松
原
悦
子
（
美
生
・
長
女
）
　
黒
木
恵

美
子
（
太
・
長
女
）
　
橋
口
良
次
（
敏

・
二
男
）

▼
坪
谷
小
▲
　
十
三
名

　
三
浦
早
百
合
（
治
美
・
長
女
）
　
三

河
弘
三
（
政
三
・
長
男
）
　
田
原
秀
郷

（
逸
雄
・
長
男
）
　
西
口
頁
人
（
幸
弘

・
長
男
）
　
佐
々
木
奈
歩
（
宣
吉
・
長

女
）
　
矢
野
隆
博
（
昭
市
・
二
男
）

那
須
幹
夫
（
泰
彦
・
長
男
）
　
那
須
博

文
（
成
章
・
長
男
）
　
三
浦
輝
之
（
学

・
長
男
）
　
那
須
智
行
（
武
義
・
二
男
）

寺
原
三
奈
子
（
東
・
長
女
）
　
稲
田
恵

（
邦
夫
・
長
女
）
　
矢
野
久
美
子
（
紘

．
長
女
）

▼
越
表
小
▲
　
六
名

　
海
野
浩
二
（
正
一
・
長
男
）
　
海
野

道
明
（
俊
男
・
二
男
）
　
柳
生
都
代
（

重
統
・
長
女
）
　
石
田
か
お
り
（
誉
詞

．
長
女
）
　
山
彦
さ
お
り
（
勝
憲
・
三

女
）
　
山
床
民
枝
（
直
・
．
一
女
）

商
品
価
値
は
直
材

　
先
月
号
て
「
間
伎
の
必
要
性
」
に
つ

い
て
お
し
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
月
は

昨
年
末
に
行
わ
れ
た
間
伐
講
習
会
の
指

導
内
容
の
中
か
ら
、
特
に
注
意
の
あ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
間
伐
講
習
会
の
当
日
は
、
午
前
中
に

日
向
市
の
県
森
連
木
材
セ
ノ
タ
ー
で
、

実
際
に
間
伐
材
が
製
品
と
し
て
加
工
さ

れ
て
い
る
状
況
を
見
学
し
、
所
長
か
ら

「
商
品
と
し
て
の
間
伐
材
」
に
つ
い
て

現
物
を
示
し
な
が
ら
指
導
を
う
け
ま
し

た
。　

ま
ず
、
間
伐
材
は
「
馬
弓
」
で
な
け

れ
ば
商
品
価
値
が
な
い
と
い
う
こ
と
て

す
。
例
え
ば
、
四
警
材
て
一
屑
の
曲
り

か
あ
る
と
、
工
場
で
は
一
ソ
を
切
り
捨

て
三
腎
材
と
し
て
加
工
し
ま
す
。

採伐（出切）の方法必ず直材に採る

つ　・

，）
｛

皿4m
m

／

8〔凋冊」凋
・

　
切
捨
て
手
間
が
よ
け
い
に
か
か
る
た

め
、
玉
屑
材
で
も
弔
い
材
よ
り
安
く
買

い
た
た
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
捨
て
ら

れ
る
曲
り
部
分
に
も
搬
出
手
間
が
か
か

っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
大
変
な
無
駄
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
場
に
出
し
て
も
あ

ま
り
価
値
の
な
い
部
分
、
あ
る
い
は
搬

出
手
間
を
考
え
る
と
赤
字
に
な
る
よ
う

な
材
が
ま
た
ま
た
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
市
場
価
格
か
ら
逆
算
し
て
算
盤
に
合

う
も
の
た
け
を
算
盤
に
合
う
方
法
で
搬

出
す
る
」
こ
の
こ
と
が
小
経
木
の
利
用

に
あ
た
っ
て
は
特
に
大
切
で
す
．
、

　
参
考
と
し
て
、
玉
切
り
の
方
法
に
つ

い
て
略
図
で
示
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
農
林
課
・
町
森
林
組
合
）
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　先月号にこ・きっづき一子flヒの声

を聞く会．を特集します、

　昨年11月に行われた調ては、僕

（私）の夢と希望．の統一テーマ

て発表きれましたか、東郷中3年

の小林英明君か田」代表に選ばれ、

東臼杵地区予選会に出席しました

　今月は、中学生6名分について

発表原稿により原文のまま掲載し

ました．

　
馬

、
障

菱！
。
斜
陽

　
言

へ
い
発

V
山｝昌、

．
　
　
㌦
‘
　
◎

東
郷
中
学
校
一
一
．
年

　
私
は
小
w
．
・
い
こ
ろ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
人
の
伝
記
を
読
ん
で
き
ま
し
た
、
エ

ン
ノ
ノ
、
野
口
英
世
、
ノ
ユ
ー
ヘ
ル
ト

へ
ー
ト
ー
ヘ
ノ
、
宮
沢
賢
治
、
ヘ
レ
ノ

　
ケ
ラ
ー
、
キ
ニ
リ
ー
夫
人
　
も
r
・
と

読
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
入
々
を
私
は
何
ら
か
の
壱

味
で
尊
敬
し
て
い
ま
す
　
し
か
し
、
そ

の
中
で
も
、
わ
た
し
か
今
も
’
．
て
強
く

感
動
し
、
こ
の
よ
う
な
牛
涯
か
送
れ
た

ら
と
憬
れ
て
し
ま
一
．
た
人
、
ハ
イ
ノ
リ

ヒ
ー
ノ
ユ
リ
ー
マ
ノ
に
つ
い
て
、
少
し

こ
紹
介
を
し
、
わ
た
し
の
夢
に
結
び
つ

け
て
み
た
い
と
思
う
の
で
す

　
ノ
ニ
リ
ー
マ
ノ
は
少
年
時
代
に
ホ
ゾ

ロ
ス
の
詩
を
読
み
、
感
動
し
て
、
そ
の

中
の
ト
ロ
で
の
遺
跡
を
掘
り
あ
一
そ
う
と

考
え
ま
す
．
そ
し
て
そ
の
資
金
を
集
め

る
た
め
に
、
幼
い
頃
か
ら
働
㍉
・
、
そ
れ
と

同
時
に
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
こ
と
ば
を

悪
条
虫
に
も
め
ず
す
勉
強
し
ま
す
　
そ

矢
野
真
弓

の
た
め
彼
は
、
小
僧
か
ら
ぜ
ん
だ
ん
地

位
が
上
か
つ
て
、
大
商
人
と
な
る
の
て

す
凸
、
こ
う
し
て
彼
は
、
そ
の
財
産
を
投

デ
う
一
．
て
、
発
掘
を
始
め
ま
す
　
学
者

た
ち
に
あ
き
れ
ら
れ
て
も
、
ま
わ
う
か

変
人
扱
い
し
て
も
、
か
ん
ば
う
通
し
て

つ
い
に
彼
は
、
ト
ロ
イ
の
遺
跡
を
掘
う

あ
て
た
の
て
す
．

　
こ
ん
な
彼
に
私
は
尊
敬
の
含
を
い
七

い
て
い
ま
す
　
働
｝
、
・
な
か
ら
学
び
続
け

た
こ
と
も
ふ
・
㌧
る
こ
と
な
か
ら
、
少
年
時

伏
の
夢
を
死
椴
ま
て
捨
て
す
に
、
し
か

も
そ
れ
を
実
行
に
移
し
た
と
こ
ろ
に
私

は
感
動
し
た
の
て
す
．
、

　
二
う
い
う
私
自
身
は
こ
う
て
し
二
つ

か
．　

私
た
ち
は
い
つ
も
、
信
教
受
験
に
つ

い
て
あ
れ
こ
れ
と
い
わ
れ
ま
す
　
「
う

る
き
い
な
i
一
と
、
す
ね
て
み
て
も
、

（
あ
っ
、
こ
れ
は
自
分
か
将
来
、
や
、

た
い
こ
と
を
や
る
た
め
に
大
切
な
こ
と

　
　
中

〃
　
　
郷

　
　
東東郷中

　〃

坪谷中

　ノノ

田平分

　〃

、　、噛

3年

！ノ

　　　／！

　　　ノノ

　　2年

　　3年
ザ℃’．．　’」ノ

矢野　真弓，

小林　英明　く
　　　　　ピ
松本美奈子

杏誓美翻

長野一
ｪ

・》㌔◆．・、「」．・．ヘノ㌦・・、

な
ん
♪
一
）
と
田
い
r
，
て
、
ま
た
私
ま
勉
強

ψ
甲
一
｝
渉
㍗
レ
仏
〃
’
」
h
u
噌
Q
の
’
」
あ
ユ
ノ
。

　
そ
こ
て
、
私
は
何
に
な
》
た
い
か
と

い
う
と
、
竣
冶
か
好
を
な
の
’
、
、
そ
れ

を
酒
用
し
て
、
通
訳
を
し
た
h
と
田
野
．

’
」
い
る
の
て
す
　
外
国
入
と
話
し
、
外

洋
の
こ
と
を
少
し
で
も
知
》
た
い
と
慰

っ
て
い
ま
す
。

　
実
を
い
う
と
私
ま
最
初
、
　
．
英
語
’
．

て
難
し
い
セ
ろ
う
な
あ
。
」
と
英
冶
に
隠

し
不
安
を
い
セ
い
て
い
ま
し
た

　
と
こ
ろ
か
英
語
か
い
ち
ま
ん
好
｝
、
・
に

な
う
、
英
語
の
先
生
に
な
る
か
、
通
訳

に
な
る
か
と
考
え
始
め
た
の
’
、
す
　
吊
、

請
を
習
い
始
め
’
、
一
拝
ほ
よ
こ
た
r
ノ
九
時

（
他
の
国
の
口
葉
は
と
ん
な
か
し
ら
）

と
田
ひ
っ
て
、
外
旧
　
』
…
講
座
の
テ
レ
し
爵

組
を
見
た
こ
と
か
あ
、
ま
し
た
　
そ
こ

’
」
口
冗
ト
」
の
十
P
、
　
外
［
国
の
こ
》
濠
σ
♪
伊
一
楽
｝
し

そ
う
に
話
す
人
の
姿
て
し
た
　
も
と
3
」

と
　
こ
と
ぼ
は
し
含
貸
ノ
て
楽
し
♪
、
丁
⊃

の
　
と
考
え
て
h
た
私
は
、
　
（
文
法
♪

の
単
請
た
の
っ
て
教
え
る
先
生
か
本
当

に
、
、
い
か
し
ら
）
と
疑
問
を
も
ち
始
め

ま
し
た

　
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
較
争
と
関
係
あ
る

本
を
，
窪
み
（
と
う
し
て
二
ん
な
こ
と
か

お
玉
鴫
魑
る
の
か
　
と
う
し
て
な
く
な
つ
㌧

h
の
か
　
と
う
し
た
ら
よ
い
の
か
）
と

考
え
た
の
て
す
。
　
（
そ
の
た
め
こ
は
ご

ん
な
職
業
か
　
）
そ
う
考
え
て
出
て
芝

た
の
か
通
訳
な
の
て
す

　
と
こ
ろ
て
現
白
日
か
目
指
し
て
、
る

こ
と
ま
玖
の
一
．
つ
て
あ
・
つ
ま
す

　
ま
ず
第
一
に
英
語
を
い
っ
そ
う
勉
強

し
、
他
の
教
科
も
同
時
こ
勉
強
す
る
こ

と
、
久
に
、
英
語
以
外
の
．
U
語
も
勉
強

す
．
⇔
こ
と
て
す
　
そ
し
て
通
訳
に
な
っ

た
と
き
に
は
世
界
の
国
与
、
の
文
化
交
流

の
た
め
に
ほ
ん
の
少
し
で
も
役
ウ
ち
願

わ
く
ば
、
世
界
の
国
セ
か
仲
よ
く
な
る

｛
つ
に
私
タ
」
協
力
し
た
い
と
思
h
ま
す

　
そ
れ
か
・
つ
も
う
一
つ
、
こ
れ
を
決
ら

た
こ
と
は
黙
す
や
b
融
（
人
に
な
る
と

い
う
こ
と
1
、
す

　
ノ
ニ
リ
ー
マ
ノ
は
男
て
す
女
て
あ

る
私
に
は
牛
揖
を
投
ブ
う
一
・
て
ま
て
自

分
の
夕
を
や
り
ぬ
く
こ
と
か
て
き
る
か

そ
れ
は
わ
か
う
ま
せ
ん
か
、
自
分
か
二

う
セ
、
こ
れ
が
d
し
い
と
田
シ
ノ
た
こ
と

は
、
た
と
え
小
さ
な
こ
と
で
あ
れ
、
必

ず
実
現
ふ
、
・
せ
る
九
け
の
強
い
意
志
を
も

〉
と
り
》
」
日
』
・
り
の
’
」
’
ヲ
　
ム
コ
か
・
つ
の
一
k
h

人
牛
に
は
今
は
相
］
像
す
る
こ
と
も
て
㌧
、
－

な
い
多
く
の
障
一
，
口
か
待
ち
う
け
1
、
、
b
る

と
薄
い
ま
す
か
、
私
な
り
の
ノ
・
－
一
1

．
・
ノ
に
な
r
ノ
て
、
満
足
て
｝
、
・
る
入
生
を

送
㍉
た
h
と
思
う
の
’
、
す

　
多
く
の
国
の
こ
と
ば
を
知
》
、
多
（

の
国
の
人
た
ち
を
知
、
、
多
く
の
国
の

事
情
を
学
べ
）
、
多
く
の
国
の
平
和
に
役

セ
つ
　
そ
の
よ
う
な
人
に
な
り
た
h
と

装
い
ま
す

町報とうこう
（5）

隊・
．畷騨　　　噸

i携

、以

東
郷
中
“
．
r
校
三
年

　
伐
達
の
東
郷
町
は
、
祖
母
や
母
の
話

を
聞
い
て
み
る
と
、
年
々
生
盾
は
し
ゃ

す
く
な
っ
て
お
・
♪
、
経
済
的
に
も
豊
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
　
そ
の
た
め
に
、
よ
く
僕
に
対
し
て

「
お
前
達
は
、
恵
ま
れ
て
い
る
、
仕
合

わ
せ
な
こ
と
た
」
と
い
い
［
こ
れ
に
柑

え
て
、
楽
を
し
ょ
う
と
思
い
こ
ん
だ
ら

い
け
な
い
の
た
一
と
こ
と
あ
る
こ
と
に

山
・
㌔
と
し
て
く
れ
る
の
て
す
．
．

　
し
か
し
、
そ
う
言
わ
れ
て
も
、
今
の

僕
達
に
は
、
以
前
の
不
便
な
生
血
は
、

体
験
し
よ
う
に
も
で
き
る
も
の
て
な
く

ま
た
話
た
け
て
は
実
感
が
わ
か
な
い
の

て
す
。
そ
こ
’
、
、
今
の
生
盾
に
も
不
便

よ
あ
っ
、
不
満
は
あ
る
の
だ
と
い
う
ケ

場
て
わ
が
町
を
見
つ
め
、
よ
う
よ
い
東

郷
町
図
卜
山
～
畔
Q
お
ん
め
ド
一
↓
げ
、
　
ム
コ
後
シ
や
つ
・
し

た
ら
よ
h
の
か
と
い
う
前
向
き
の
方
向

て
考
え
て
い
く
へ
き
た
と
思
い
、
こ
こ

に
そ
の
一
端
を
述
へ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。　

現
在
の
僕
の
将
来
へ
の
希
望
は
、
こ

の
東
郷
町
の
行
政
の
側
に
立
ち
、
僕
達

の
町
東
郷
町
を
今
以
｝
に
よ
り
よ
く
す

る
こ
と
に
つ
く
し
た
い
と
h
う
こ
と
て

す
、　

近
頃
は
U
々
ー
ノ
現
象
と
い
わ
れ
若

い
人
達
か
都
会
を
離
れ
て
、
帰
っ
て
く

る
よ
う
に
な
・
つ
ま
し
た
　
こ
の
東
郷
町

も
数
年
前
か
ら
青
い
人
達
か
た
ん
た
ん

小
林
英
明

増
え
、
肯
年
団
日
動
も
盾
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
僕
は
今
か
ら
高
校
、
大
学

へ
と
す
す
み
ま
す
　
学
校
を
卒
業
し
た

き
つ
三
つ
♂
」
㍉
ご
イ
」
、
並
へ
・
つ
｝
、
・
述
ヘ
ハ
ー
－
よ
・
り

こ
行
政
の
仕
事
に
つ
｝
、
・
、
青
年
団
三
三

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
山
・
・
ら
に
そ
の

輪
を
広
げ
今
よ
う
も
、
も
っ
と
盾
発
に

石
動
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
み
た
い
と

思
う
の
て
す
　
青
年
の
盾
動
は
そ
の
ま

ま
そ
の
町
の
工
不
ル
キ
ー
と
な
う
発
展

の
土
台
と
な
る
の
で
す
．
東
郷
町
が
日

向
市
と
と
う
か
か
わ
う
あ
っ
て
生
き
て

い
く
か
こ
れ
も
今
後
の
大
き
な
課
題
と

［
え
ま
し
よ
う
．
農
林
業
の
将
来
は
と

う
あ
る
へ
き
か
、
そ
の
産
業
の
基
幹
と

し
て
何
を
設
定
す
へ
き
か
、
現
在
の
農

林
業
政
策
に
も
ま
た
、
明
る
い
見
通
し

は
⊥
）
r
・
て
い
な
い
よ
う
て
す
。
今
か
・
つ

の
胃
年
は
親
の
遺
産
を
つ
く
た
け
て
は

た
め
て
す
。
新
し
い
農
林
業
経
営
に
つ

い
て
、
世
界
の
動
き
を
見
つ
め
な
が
ら

S
A
P
の
仲
間
と
一
緒
に
怪
し
見
定
み

た
い
と
思
う
の
て
す
。
そ
の
た
め
に
は

僕
は
大
学
ま
で
進
み
、
農
業
関
係
の
学

問
を
身
に
つ
け
な
ナ
れ
ば
な
ら
な
h
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
僕
は
連
動
す
る
こ
と
か
た

い
へ
ん
好
｝
、
・
て
詣
ヲ
．
こ
の
町
で
は
置
仙
動

ず
る
場
所
と
か
設
備
と
か
が
ま
た
十
分

と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
最
近
、
早
朝
ノ

フ
ト
と
か
野
球
と
か
バ
レ
ー
と
か
、
二

う
い
う
ス
ホ
ー
ノ
を
す
る
人
が
増
え
て

｝
・
、
て
い
ま
す
．
こ
れ
は
、
と
て
も
良
い

傾
向
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
．
ス
ホ

ー
ソ
を
す
る
こ
と
は
、
楽
し
め
る
た
け

て
な
く
健
康
に
も
た
い
へ
ん
良
く
そ
こ

か
ら
町
民
の
共
通
理
解
か
生
ま
れ
、
共

に
伸
び
、
共
に
よ
い
町
づ
く
り
に
努
力

し
よ
う
と
い
う
連
帯
感
が
つ
く
ら
れ
て

く
る
と
思
う
の
で
す
。
来
年
は
国
体
も

開
か
れ
ま
す
か
、
こ
れ
も
宮
崎
県
が
大

㍉
プ
＼
発
展
す
る
大
｝
竜
、
な
ス
テ
ノ
ブ
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
開
催
に
力

か
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す

近
い
将
来
、
わ
が
東
郷
町
も
ス
ホ
ー
ソ

」
）
町
、
ス
＋
ー
ソ
を
通
し
て
の
町
つ
く

》
に
勾
か
入
れ
ら
れ
て
く
る
も
の
と
思

一ノ

ﾄ
い
ま
す
。

　
現
在
の
東
郷
町
も
す
ば
ら
し
い
と
思

い
ま
す
　
こ
の
町
に
は
、
暖
い
心
と
す

ば
ら
し
い
自
然
か
あ
る
か
ら
て
す
　
朝

夕
あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
、
み
ん
な
快
く

こ
た
え
て
く
れ
ま
す
．
明
る
い
す
ま
ら

し
h
人
達
ば
か
り
て
す
．
そ
れ
に
こ
の

町
の
自
然
は
、
四
季
お
つ
お
り
に
僕
達

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
．
美
し

い
尾
玲
、
学
校
の
前
に
そ
ひ
え
る
冠
岳

清
い
耳
川
の
せ
せ
ら
㍉
・
や
、
こ
の
人
の

心
と
美
し
い
自
然
を
大
事
に
し
、
k
》

よ
い
二
つ
く
〕
に
僕
の
生
直
を
か
け
て

み
た
h
と
思
っ
て
い
る
の
て
す
。

坪
谷
中
学
校
三
年

　
「
あ
な
た
の
希
望
は
何
て
す
か
」

と
、
ほ
か
の
人
に
聞
か
れ
た
ら
、
み
な

ふ
．
㌔
ん
は
何
と
答
え
ま
す
か
　
私
な
ら
、

二
局
校
に
合
格
す
る
こ
と
て
す
［

と
、
答
え
ま
す
．
今
の
私
に
は
、
そ
れ

か
一
番
大
き
な
、
現
実
的
な
願
い
で

す
　
私
達
は
、
高
校
入
試
を
目
の
前
に

ひ
か
え
て
い
る
三
年
生
な
の
て
す
か
ら

こ
の
希
望
は
当
然
の
こ
と
て
し
レ
』
う

し
か
し
、
何
人
か
の
多
く
の
人
は
、
将

来
の
夢
を
持
ち
、
そ
の
夢
に
合
っ
た
高

校
を
選
ん
で
、
そ
の
夢
を
目
標
と
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

　
私
の
希
望
は
、
前
に
も
ゴ
ロ
つ
た
と
お

’
）
、
高
校
に
合
格
す
る
こ
と
て
す
か
、

高
校
生
・
一
な
る
こ
と
か
て
｝
・
・
た
ら
、
高

松
本
美
奈
子

校
生
語
の
中
て
多
く
の
事
を
学
ひ
た
い

と
思
い
ま
す
　
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
身
に
つ
け
、
高
逆
な
知
識
を
得

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
　
そ
う
し
て
、

局
校
を
卒
業
し
た
ら
、
大
学
に
進
学
し

た
h
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
大
，
．
」

を
「
ウ
派
な
社
会
人
に
な
る
た
め
に
、

多
く
の
経
験
を
し
て
い
ろ
い
ろ
な
教
養

を
身
に
つ
ナ
る
四
一
と
、
考
え
ま
す

て
す
か
ら
、
遊
ふ
と
い
う
こ
と
も
心
要

な
の
セ
と
田
い
う
の
て
す
　
セ
か
ら
、
私

は
【
よ
く
学
べ
）
、
よ
ノ
＼
遊
へ
一
、
と
あ

る
よ
う
に
、
一
生
懸
命
に
勉
強
し
て
、

多
く
の
教
養
を
身
に
つ
け
、
ぴ
ま
な
時

に
は
、
友
達
と
つ
｝
、
・
合
っ
て
遊
ひ
、
社

会
勉
強
も
存
分
に
し
た
い
と
思
h
ま

す
．
．
そ
れ
に
、
ア
ゥ
バ
f
ト
な
こ
も
し

て
、
時
日
を
有
－
矧
に
使
う
大
学
生
こ
な

六
一
♪
響
h
、
〉
」
田
』
h
‡
k
す
．

　
私
は
、
大
学
卒
業
後
の
将
来
の
こ
と

柔
ま
セ
は
つ
㍉
、
・
り
決
め
て
い
ま
せ
ん
，

し
か
し
、
日
本
全
国
を
旅
行
し
た
、
と

思
い
ま
す
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
げ
、
全

て
の
所
を
回
る
に
は
、
時
間
か
な
い
か

も
し
れ
な
い
の
て
名
所
た
け
で
も
回
う

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

終
え
た
ら
世
界
も
旅
行
し
た
い
と
思
い

ま
す
　
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
　
ハ
そ
れ

に
ア
フ
リ
カ
な
と
も
旅
行
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
国
々
の
人
々
と
［
葉
は
通
し
（
、

く
て
も
、
心
を
通
し
合
わ
せ
る
こ
と
ま

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
．
、
ま
セ

私
よ
、
全
国
的
に
有
名
に
な
り
、
て
㌧
、

れ
ぽ
世
界
的
に
有
名
に
な
り
た
い
と
思

、
、
ま
す
．
そ
う
な
れ
ば
、
世
界
一
周
旅

行
も
丁
の
と
と
か
な
い
夢
と
ば
限
ら
な

く
な
る
と
田
し
い
ま
す
　
て
は
、
国
際
的

な
人
間
に
な
る
た
め
に
は
、
こ
ん
な
こ

と
か
あ
る
て
し
ょ
う
か
　
惜
界
的
二
丁

置
界
的
女
優
に
な
る
こ
と
も
そ
の
一
つ

の
ん
法
セ
と
思
い
ま
す
　
ま
た
作
家
や

芸
術
家
に
な
っ
て
肚
界
に
名
を
知
ら
れ

る
よ
う
こ
な
る
二
と
3
っ
そ
の
庁
法
セ
と

思
い
ま
す
　
し
か
し
、
私
は
名
探
偵
か
、

名
同
事
に
な
う
た
い
と
田
い
h
ま
す
　
そ

れ
ま
、
私
は
、
，
覗
当
日
を
す
る
こ
と
か
好

㌧
、
・
て
す
か
小
説
の
中
で
も
至
論
小
説
か

妃
き
セ
か
ら
て
す
　
そ
れ
に
、
私
は
、

空
丁
な
と
の
わ
y
・
－
を
使
一
・
て
大
の
男
を

負
か
す
女
の
人
に
あ
こ
が
れ
て
い
る
せ

い
・
も
あ
り
ま
す
．
何
か
難
し
い
事
揖
て

も
起
き
れ
ば
、
現
場
に
行
㍉
、
・
よ
く
観
察

し
て
い
る
い
う
な
調
査
を
行
、
、
頭
を



（6）町報とうこう
▼、

v
ね
r
ノ
て
考
え
、
推
理
し
て
事
桝
を
解

決
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
み

た
い
の
で
す
，
そ
れ
に
な
ぜ
暴
力
団
と

い
う
罪
の
な
、
、
人
々
に
迷
惑
を
か
ナ
る

も
の
か
あ
る
の
て
し
・
ム
う
　
隔
れ
に
も

反
対
て
す
。
で
す
か
ら
私
は
、
事
件
か

起
こ
っ
て
い
な
い
時
に
は
暴
力
団
を
調

査
し
、
タ
イ
ボ
て
玉
蟻
、
る
よ
う
な
証
拠
を

見
つ
ナ
て
一
つ
ず
つ
な
く
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
　
そ
う
す
れ
ば
、
そ
二

に
住
ん
で
い
る
人
々
は
安
心
し
て
く
ら

せ
る
の
て
は
な
い
て
し
よ
う
か
。
そ
ん

な
風
に
し
て
安
全
な
地
域
を
一
っ
て
も

ふ
や
し
て
い
㍉
、
－
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
、
私
の
夢
で
す
が
、
こ
の
夢

ま
、
こ
こ
ま
で
達
成
’
．
主
、
、
る
の
て
し
ょ

ナ　　蔦砥

叫ξ

屯

喜

う
か
．
．
ほ
ん
の
少
し
し
か
て
き
な
い
ノ
、
”

・
も
し
れ
ま
井
．
［
ん
　
未
来
の
こ
と
は
、
㌔

れ
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
途
中
て
因
難

な
こ
と
に
出
会
っ
て
つ
ま
つ
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
を
の
う
二

え
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
か
す
ば
ら
し

い
こ
と
セ
と
思
い
ま
す
．
て
す
か
ら
、

私
は
、
大
｝
唖
－
な
夢
を
持
ち
、
と
ん
な
苦

し
い
こ
と
か
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
の
り

こ
え
そ
れ
て
も
、
少
し
し
か
達
成
て
き

な
く
て
も
い
い
か
ら
、
自
分
の
夢
に
向

っ
て
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

と
同
時
に
、
み
な
尊
・
」
ん
も
、
大
き
な
夢

を
持
ち
、
そ
れ
を
自
分
の
目
標
と
し
て

と
ん
な
に
苦
し
く
て
も
、
か
ん
ま
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
h
ま
す

坪
谷
中
学
校
三
年

　
弓
土
く
り
今
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
コ

ミ
の
な
い
き
れ
い
な
い
き
れ
い
な
町
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
．
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
し
た
か
と
い
い

ま
す
と
、
こ
の
こ
ろ
、
道
の
両
側
な
と

に
、
あ
き
か
ん
や
、
た
ば
こ
の
吸
殻
、

ハ
ノ
の
袋
な
と
が
、
目
に
つ
き
セ
し
た

か
ら
て
す
。
こ
れ
は
道
徳
マ
ナ
ー
の
悪

い
人
達
が
、
何
も
考
え
ず
に
捨
て
た
の

で
し
ょ
う
が
、
と
れ
ほ
と
自
然
の
調
和

を
こ
わ
し
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

道
ゆ
く
人
達
も
、
　
［
だ
れ
か
が
拾
う
た

ろ
う
一
や
、
　
「
ぼ
く
の
・
わ
た
し
の
知

一・

ｽ
こ
と
で
は
な
い
」
、
と
大
半
の
人

か
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
．
そ
の
よ

大
野
靖
掃

う
な
考
え
を
な
く
し
、
ま
た
注
壱
を
促

す
た
め
に
は
、
地
域
の
人
々
の
協
力
と

い
う
も
の
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
　
そ
の
地
域
の
人
達
が
ト
ラ
イ

ハ
ー
や
旅
行
中
の
入
汐
に
、
　
一
き
れ
い

に
し
ま
し
よ
う
」
．
と
呼
び
か
け
の
石

板
や
チ
リ
箱
の
設
置
、
そ
れ
に
、
　
「
自

然
を
大
切
に
し
ま
し
よ
う
」
。
と
い
う

意
味
て
、
花
や
木
を
迫
の
両
側
に
植
え

る
な
と
、
実
行
に
移
し
て
み
る
の
て

す
．
し
か
し
、
今
言
っ
た
そ
れ
た
け
て

は
、
チ
リ
の
な
い
き
れ
い
な
町
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
と
ん
な
に
地

域
の
人
達
か
努
力
し
て
も
、
そ
れ
に
ト

ラ
イ
バ
ー
や
旅
行
中
の
人
達
か
答
え
て

く
れ
る
よ
つ
に
な
ら
な
ゆ
れ
は
七
め
な

ん
て
す
．
そ
れ
か
答
え
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
に
は
、
日
本
人
の
心
の
中
に
あ
る

、
自
分
か
よ
ナ
れ
ぽ
人
は
と
う
な
ろ
う

と
知
ら
ん
」
　
と
い
う
考
え
を
な
く
甲
．
、

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
1
、
、
い
い
例
と
し
て
外
国
の
例

を
あ
げ
て
み
ま
す
。

　
西
ト
イ
ノ
て
よ
家
を
建
て
て
h
て
も

そ
れ
か
周
囲
に
7
，
チ
し
な
い
も
の
で

あ
れ
ぼ
、
元
成
し
て
い
て
も
、
と
〕
こ

わ
妻
．
・
れ
ま
す
　
こ
れ
は
、
コ
ミ
と
同
し

て
、
周
開
の
美
に
マ
　
チ
し
な
守
れ
ば

そ
う
き
せ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
H
ハ
通

の
部
分
が
あ
り
ま
す
　
ま
た
、
3
」
う
一

つ
こ
ん
な
こ
と
を
あ
る
人
か
テ
レ
ヒ
て

、
ヅ
ノ
て
い
ま
し
た
．

　
＝
イ
キ
リ
ス
て
は
、
ダ
ハ
コ
の
吸
殻

を
み
か
け
ま
せ
ん
　
そ
り
ゃ
、
清
掃
か

D
｝
・
－
と
と
い
て
い
る
せ
い
も
あ
る
で
し

、
幸
う
　
し
か
し
、
そ
う
し
ゃ
な
い
ん
て

す
、
私
は
あ
る
人
を
見
て
い
た
ん
て
す

か
、
そ
の
人
は
、
自
分
の
吸
っ
て
h
た

タ
ハ
コ
の
火
を
歴
て
も
み
消
し
て
お
、
テ

　
ト
に
い
れ
た
ん
で
す
よ
＝
ぼ
く
は
、

こ
れ
を
聞
い
た
と
き
、
す
こ
い
な
と
h

う
か
、
す
ば
ら
し
い
な
と
い
う
了
し
が

し
ま
し
た
　
「
な
げ
二
な
ら
、
日
本
人

に
は
、
こ
れ
が
で
き
な
い
か
ら
て
す

あ
ん
な
ふ
う
に
ス
ム
ー
ス
に
ぎ
こ
ち
な

尋
．
・
な
く
て
》
、
・
な
い
の
て
す
　
こ
れ
こ
そ

前
に
言
っ
た
【
自
分
が
よ
け
れ
ば
人
は

と
う
な
う
と
知
ら
な
い
・
か
ま
わ
な

い
　
．
と
い
う
現
れ
て
す
　
し
か
し
、

そ
れ
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
け
れ
ま
い

げ
な
い
の
て
す
　
そ
れ
を
実
現
て
き
る

の
は
自
主
性
の
あ
る
努
志
す
る
入
て

す
　
ほ
争
く
の
守
枚
て
は
、
自
主
性
の
あ

る
努
力
す
る
人
を
ム
目
て
る
た
め
に
、
生

徒
会
て
、
遍
こ
と
に
目
標
を
決
め
、
実

行
し
’
、
い
‡
、
す
し
、
ま
た
月
に
一
頃
牧

水
記
A
，
］
館
の
消
掃
を
行
な
っ
て
h
ま
す

八
一
’
㌔
ゆ
び
、
町
の
方
’
」
引
つ
、
チ
リ
嫉
租
ゆ
点
固

所
に
設
与
し
九
》
、
評
言
こ
と
に
、
吃

や
木
を
這
え
た
つ
羊
り
拾
h
を
行
♪
・
’

華
汎

まとをいか将して
く三日ず’来てい
∂つ行れ政’いる
グてすか治農ると
ているに四民よこ
すまたなににうろ
　すめつななにか
　し））てるる思あ
　、仔　 、｝　ム　 曹

　ノL　 〃、，2スー　）

　ま二二”ま’
　た者∂こ先ず追．
　’にせの生’ん
　昂たh一ご’▼P浮’　も　　ム　 も　　　ロ　ロリ　 ホ　 も

　れうし者なく実
　かうんのるま行

坪
谷
中
越
表
分
校
二
年

　
私
の
将
来
の
D
め
は
床
養
十
に
な
る

こ
と
て
す
　
私
は
、
小
学
6
年
く
ら
h

ま
て
本
当
に
P
め
て
し
か
な
い
も
の
二

あ
こ
が
れ
て
ば
か
－
）
い
ま
し
た

　
た
と
え
ぼ
、
3
年
生
の
こ
ろ
か
ら
4

L
ヰ
の
こ
・
り
に
は
ハ
ス
の
カ
イ
ー
岬
．
、
ん
に

な
’
）
た
い
と
田
ゴ
ノ
て
い
ま
し
た
　
そ
し

て
5
年
か
ら
6
年
に
か
ナ
て
は
歌
王
二

な
）
た
い
と
本
気
て
考
え
ま
し
た
．
二

う
h
う
と
み
ん
な
笑
う
か
も
し
れ
ま
七

ん
か
、
本
当
に
扁
）
に
歌
の
練
習
を
し

た
り
、
家
に
帰
’
・
て
も
・
玉
く
歌
一
．
た
〕

し
ま
し
た
。

　
て
も
今
は
栄
養
士
に
な
る
と
い
う
ノ

め
て
は
な
く
一
つ
の
大
》
、
・
な
目
標
か
’
、

｝
、
－
た
の
て
す

　
宋
農
」
と
い
っ
て
も
学
校
の
栄
養
1

な
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
か
私
ば
旧

著
の
宋
養
i
に
な
〕
た
い
と
思
い
ま
す

　
な
ぜ
か
と
い
う
と
私
は
あ
ま
、
体
か

し
ょ
う
ハ
し
ゃ
な
い
の
て
よ
く
柄
院
二

入
院
す
る
の
て
す
　
病
院
て
私
は
し
玉
く

お
ば
あ
ふ
竜
、
ん
た
ち
と
評
し
病
拳
に
な
一

日
　
高
美
樹
子

ま
す
　
そ
二
て
私
か
h
つ
も
気
に
な
る

二
》
」
キ
旗
あ
ρ
犀
あ
↓
の
斗
．
㌔
－
ん
♪
」
’
つ
の
食
事
の
日
甲

て
す

　
何
も
卦
。
一
す
ヘ
ノ
ト
に
す
わ
一
・
た
り
7
ユ

た
㍉
し
て
h
て
も
や
’
ノ
ぼ
ア
）
お
な
か
よ

ヘ
ー
ま
す
　
て
子
っ
、
お
ボ
》
あ
曜
・
・
ん
た
ち

は
、
出
さ
れ
た
食
事
の
3
分
の
一
く
ら

い
し
か
食
へ
な
い
人
か
多
い
の
て
す
、

　
た
ず
ね
て
み
る
と
．
こ
は
ん
か
も
う

少
し
や
わ
ら
か
セ
っ
た
ら
い
h
の
に

ね
　
一
と
か
一
お
か
ず
か
油
受
く
て
お

い
し
く
な
い
　
一
と
い
う
答
え
か
か
え

っ
て
｝
、
・
ま
す

　
な
る
ほ
と
わ
ば
あ
）
．
、
ん
た
ち
に
は
そ

う
い
う
人
か
多
い
よ
う
て
す

　
私
た
ち
の
中
に
は
、
油
の
あ
デ
も
の

か
油
ぼ
く
て
㌧
、
こ
つ
い
セ
と
い
う
人
ま
そ

ん
な
に
い
な
い
て
し
ょ
う
　
こ
は
ん
か

や
わ
ら
か
く
な
い
と
歯
か
わ
る
く
食
へ

ら
れ
な
い
人
は
h
な
い
て
し
き
つ
　
し

か
し
、
わ
ば
あ
き
ん
た
ち
の
半
分
く
ら

h
は
そ
ん
な
人
が
h
る
ん
し
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す

　
も
し
私
か
病
院
の
栄
養
士
に
な
れ
た

ら
、
病
気
別
の
食
事
ゼ
け
し
や
な
く
て

年
令
別
の
食
事
み
た
い
な
ご
ん
存
も
つ

く
り
た
い
と
思
い
ま
す
．
、
そ
し
て
少
し

で
も
多
く
食
へ
て
も
ら
っ
て
早
く
元
気

に
な
’
・
て
も
ら
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
月
に
一
度
く
ら
い
病
院
中
の
石

旧
き
ん
に
、
こ
の
お
か
ず
は
お
い
し
か

っ
た
と
か
お
い
し
く
な
か
っ
た
と
か
ア

ノ
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
）
、
な
る
へ
く
石

閨
閥
．
、
ん
た
ち
と
接
し
て
よ
う
ぼ
う
な
と

を
聞
い
た
り
し
て
少
し
で
も
み
ん
な
の

希
望
す
る
こ
ん
た
て
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
そ
し
て
病
院
の
看
者
さ
ん
の
つ
き
そ

い
を
し
て
い
る
お
か
あ
↓
・
㌔
ん
た
ち
に
各

病
気
時
の
食
事
の
と
う
方
な
と
を
教
え

る
講
講
会
な
と
を
ひ
ら
い
て
家
庭
て
も

気
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す

　
病
院
て
雲
気
を
直
す
医
者
の
仕
事
も

大
へ
ん
て
す
か
そ
の
瑞
腕
と
な
る
栄
養

士
と
い
う
臼
事
は
と
っ
て
も
よ
い
佳
事

セ
と
思
い
ま
す

　
私
は
こ
の
仕
事
を
h
ま
ま
て
み
た
’

に
♪
め
で
お
わ
ら
な
い
よ
う
に
努
力
を

し
て
実
げ
ん
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

猷

僻
帽

、
悔

、

坪
谷
中
越
表
分
校
三
年

町報とうこう
（7）

　
ロ
事
く
の
ー
タ
は
大
き
く
わ
け
て
二
つ
あ

う
ま
す
．
．

　
そ
の
一
つ
は
、
ま
す
進
学
す
る
こ
と

て
す
．
み
ん
な
も
無
し
セ
と
思
い
ま
す

か
、
ぼ
く
も
ム
「
ま
て
に
「
こ
ん
な
人
に

な
り
た
い
と
か
、
こ
う
い
う
こ
と
を
し

て
み
た
い
」
と
い
う
夢
か
た
く
尊
・
、
ん
あ

う
ま
し
た
　
そ
れ
は
、
大
工
、
調
理
師

公
務
員
に
な
る
こ
と
な
と
て
す
が
、
今

は
公
務
員
か
、
農
業
高
校
の
農
業
士
木

科
を
出
て
み
た
い
と
い
う
歩
か
強
い
丈

う
て
す

　
公
務
員
と
い
一
・
て
も
役
場
に
務
め
る

こ
と
で
す
か
、
そ
れ
は
、
今
、
父
か
南

郷
村
の
役
場
に
務
め
て
い
る
の
て
そ
の

父
の
あ
と
を
つ
く
た
め
て
す
．
．
役
場
に

も
い
ろ
い
ろ
な
係
か
あ
一
・
て
、
父
の
話

て
は
、
村
長
、
助
役
、
収
入
役
の
三
役

長
　
野

一

道

そ
れ
か
ら
、
絶
務
課
、
建
設
課
、
G
民

課
、
税
務
課
、
経
瘡
課
、
農
業
振
興
課
、

企
画
デ
か
あ
っ
そ
の
他
に
、
議
会
事
務

局
、
　
教
＃
月
委
口
貝
ム
瓜
、
　
曲
辰
業
委
口
糧
A
五
な
ご

た
く
さ
ん
の
係
う
か
あ
る
そ
う
で
す

父
は
現
在
農
業
委
員
会
に
務
め
て
い
ま

す
．
ぼ
く
も
早
く
父
の
よ
う
に
な
，
）
た

い
と
思
い
ま
す
．
、

噂路ヤデ甜チ弾ジ喚ナ
　
　
｝
9
㌔識、・n

H
て

い
琳

　
そ
れ
か
ら
、
農
業
十
木
の
ほ
う
は
、

も
し
農
業
高
に
行
っ
た
ら
、
農
業
科
よ

、
農
業
土
木
科
の
ほ
う
か
よ
い
か
ら
て

す
．
そ
れ
は
、
農
業
科
を
出
た
ら
農
業

し
か
出
来
ま
せ
ん
が
、
農
業
土
木
の
場

合
、
卒
業
し
て
国
家
試
験
を
受
叶
れ

ば
、
公
務
員
と
同
し
よ
う
に
な
る
か
ら

て
す
　
初
め
は
農
業
科
こ
し
よ
う
と
田
こ

一．

ｽ
け
と
、
農
業
士
木
の
ほ
う
か
あ
と

て
い
ろ
h
う
と
役
に
・
吐
つ
の
て
こ
ち
ろ

に
沃
め
ま
し
た

　
も
う
↓
つ
の
歩
は
、
自
分
の
穿
て
質

叢
を
す
る
二
と
で
す
　
今
は
少
し
し
か

田
ん
ぼ
や
畑
が
な
く
、
自
分
の
、
家
て
食

＼
る
た
け
の
も
の
し
か
作
っ
て
い
ま
せ

ん
か
、
も
し
、
ぼ
く
か
農
業
を
す
る
よ

う
に
な
’
ノ
た
ら
田
ん
ぼ
は
げ
ん
た
ん
て

し
か
た
か
あ
う
ま
せ
ん
か
、
も
う
少
し

畑
を
た
が
や
し
て
、
た
く
き
ん
の
野
業

を
作
り
、
ま
た
て
き
た
ら
什
な
と
も
有

て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
　
祖
父
か
い

た
時
は
、
牛
を
や
し
な
っ
て
い
ま
し
た

か
、
祖
父
が
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
や

め
て
し
ま
ゾ
・
た
の
て
、
ゆ
、
く
か
ま
た
や

し
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
こ
れ
か
、
今
ぼ
く
か
考
え
て
い
る
グ

や
希
望
て
す

中間スイッチを

　瞬間受像式のテレヒ

は、画面か消えていて

も常に6Wくらいの電

気が流れています

　1ケ月にテレヒ1台

て約3KW時、全国て

約7，．800万KW時かむ

ぜに使用きれているこ

とにな’）ます

　テレヒを見ないとき

は、フラクをコノセン

トから抜くか、中間ス

ィノチをづナてこまめ

に［刀りまし∫う．

k

㌦

喚ウ“アーやク州テ唖ウ

寺
迫
婦
人
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
に

宮
日
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
寺
迫
婦
人
ハ
レ
ー
ヶ
ろ
ブ
か
「
三
日

ス
ホ
ー
ノ
奨
励
賞
’
を
受
負
し
ま
し
た

　
二
の
汽
は
、
宮
崎
日
日
新
聞
利
が
、

県
民
の
健
康
つ
く
》
と
ス
ホ
ー
ノ
水
準

の
向
ト
に
地
道
な
努
力
を
紅
け
て
h
る

県
内
市
町
村
の
個
尺
、
団
休
に
贈
る
も

の
て
昨
年
か
ら
実
施
ふ
、
・
れ
て
h
ま
す

　
第
．
一
回
（
カ
ー
．
．
先
度
）
本
町
か
ら

は
、
寺
迫
婦
人
ハ
し
ー
ヶ
一
つ
フ
（
氏
表

・
橋
口
八
キ
「
」
ふ
．
㌔
ん
）
か
、
ハ
レ
ー
ゆ
　

通
し
て
親
エ
、
く
と
理
蝉
を
東
め
た
こ
と

▼
一
よ
’
）
受
賞
し
ま
し
た

　
寺
田
地
区
ま
地
域
か
広
く
婦
人
会
酒

印

農凝嚢藝2
賜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腰

バレーも婦協活動もチームワークで

嫌

　
　
　
熾

碁
卦
　
　
　
7

見事な回転レシーブ

動
も
、
日
露
て
な
く
、
ス
ホ
ー
ノ
を
通
し

「
、
連
音
畠
」
識
を
深
め
る
目
的
で
二
年
前

に
ハ
レ
ー
よ
・
㌧
ツ
ラ
フ
序
汲
九
足
ふ
・
㌔
せ

練
羽
日
序
響
香
L
7
ー
イ
㌔
曲
門
の
婦
人
ハ
ノ
　
ホ
ー

ル
」
八
三
て
は
、
」
．
連
勝
し
て
、
玄
す

　
現
在
、
四
i
名
か
、
橋
口
亨
夫
監
仔

女
島
d
弘
、
筒
井
研
一
両
コ
ー
チ
指
導

の
も
と
に
毎
週
十
曜
の
夜
に
練
習
し
て

い
ま
す
か
、
国
民
依
育
館
の
几
威
に
よ

r．

ﾄ
ま
す
ま
す
盛
う
か
あ
か
り
を
み
せ

〆
ヘ
ル
の
局
い
日
向
地
区
、
児
湯
地
区

と
の
親
善
試
合
も
討
画
尊
．
、
れ
て
い
ま
す

　
橋
口
代
表
は
　
今
後
も
其
辺
拡
大
に

刀
を
い
れ
、
当
初
の
目
的
て
あ
る
石
発

な
婦
人
会
盾
動
の
持
続
の
た
め
努
力
し

才、

o
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た



（8）町報とうこう

自

然
で

　
最
近
の
青
少
年
問
題
は
、
目
に
あ
ま

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
日
の
よ
う
に
新
聞
あ
る
い
は
テ
レ

ビ
で
自
殺
や
纒
害
事
件
が
報
道
き
れ
、

専
門
指
導
者
や
心
理
学
の
先
生
が
た
も

憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
歎
じ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
情
報
社
会
の
ヒ
ズ
ミ
と
で
も
い
う
べ

き
で
し
・
“
う
か
．
．
も
っ
と
青
少
年
を
伸

び
伸
べ
）
と
生
活
き
せ
る
社
会
環
境
づ
く

り
が
大
事
だ
と
つ
く
づ
く
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

　
学
校
か
ら
帰
る
と
塾
へ
。
自
宅
に
帰

れ
ば
深
夜
ま
で
机
に
か
じ
り
つ
く
。
皆

ん
な
が
勉
強
す
る
か
ら
人
に
負
け
な
い

よ
う
に
勉
強
し
た
い
。

　
こ
の
程
度
で
あ
れ
ば
、
現
在
の
よ
う

に
進
学
率
の
向
上
し
た
時
代
か
ら
み
れ

ば
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
時
に
は

サ
ー
ク
ル
あ
る
い
は
ク
ラ
ブ
活
動
で
、

友
達
や
学
友
と
思
い
き
り
ス
ポ
ー
ツ
や

一
つ
の
目
的
に
体
も
心
も
と
け
込
む
と

い
う
時
間
を
つ
く
り
、
そ
の
中
か
ら
真

の
友
達
あ
る
い
は
話
し
相
手
を
つ
く
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

現
在
も
ま
た
将
来
に
お
い
て
も
、
何
か

の
カ
ベ
に
突
き
当
っ
た
時
に
お
互
い
よ

き
相
談
相
手
に
な
っ
て
明
る
い
道
が
開

け
る
こ
と
に
（
、
5
り
、
現
．
在
の
よ
う
な
青

少
年
問
題
も
起
ら
な
い
の
で
は
な
い
の

鍛
え
る

笙
　
瀬
　
春
　
美

か
と
考
え
ま
す
。

遊
び
で
鍛
え
る
体

　
自
殺
す
る
子
供
の
死
に
至
る
ま
で
の

心
の
動
き
は
親
に
も
想
像
が
つ
き
ま
せ

ん
。
あ
ど
け
な
い
小
学
校
三
年
生
く
ら

い
で
自
ら
尊
い
生
命
を
断
つ
と
は
何
と

も
悲
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
．
、

　
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
積
み
重
ね
て
き

た
生
活
の
中
に
そ
の
根
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
「
う
ち
の
子
は
ま
だ
小
さ
い
か
ら
」

「
う
ち
の
子
に
限
っ
て
」
と
安
心
し
て

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
親
は
、
大
人
は
も

っ
と
子
供
と
遊
び
、
対
話
の
機
会
を
も

ち
、
じ
っ
と
見
つ
め
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
自
殺
に
つ
い
て
、
あ
る
体
育
大
学
の

先
生
の
調
査
報
告
は
、
現
代
の
子
供
の

体
質
が
近
年
変
り
つ
つ
あ
り
、
す
ぐ
骨

折
し
、
朝
礼
で
バ
タ
バ
タ
倒
れ
る
し
、

背
筋
が
曲
っ
て
い
る
、
反
射
神
経
が
鈍

い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
体
に
あ
ら

わ
れ
た
人
間
的
危
機
で
あ
る
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
幼
児

か
ら
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
課
せ
ら
れ

た
た
と
え
ば
マ
ラ
ソ
ン
等
よ
り
も
戸
外

で
思
い
き
り
伸
べ
）
の
び
と
遊
ば
せ
る
こ

と
を
説
い
て
い
ま
す
，

　
デ
コ
ボ
コ
道
を
歩
い
た
り
、
斜
面
を

上
っ
た
り
下
っ
た
り
．
、
三
輪
車
で
競
争

さ
せ
る
．
．
幼
児
の
興
味
を
か
き
た
て
、

歩
く
、
走
る
、
追
い
か
け
る
、
か
く
れ

る
な
ど
敏
捷
さ
と
い
ろ
ん
な
形
の
運
動

が
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
鬼
ご
っ
こ
の
よ

う
な
遊
び
の
中
か
ら
体
を
鍛
え
る
…
…

　
自
殺
ま
で
に
至
る
こ
と
と
体
の
変
化

が
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
体
の
危
機
を
生
み
出
す
社
会
環

境
が
、
や
は
り
心
の
危
機
を
も
生
み
出

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
の
町
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
も
’
．
と
子
供
が
自
然
の
中
で
遊
び
、

身
心
と
も
健
全
に
育
っ
て
い
く
社
会
づ

く
り
、
環
境
づ
く
り
の
必
要
が
あ
る
と

力
説
さ
れ
て
い
ま
す
．
、

親
子
の
対
話
を

　
も
っ
と
皿
，
家
庭
の
日
L
を
再
認
識
し

親
子
の
話
し
合
い
の
場
を
も
ち
、
そ
の

輪
を
広
げ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
子
供

は
親
と
話
し
た
が
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
親
が
、
大
人
が
も
っ
と
積

極
的
に
胸
を
開
い
て
受
入
れ
、
明
る
い

家
庭
づ
く
り
に
一
層
の
努
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
三
月
十
五
日
か
ら
春
の
「
，
青
少
年
を

伸
ば
す
運
動
」
も
展
開
さ
れ
ま
す
が
、

各
地
区
子
供
会
、
育
成
会
は
、
盛
ん
に

会
合
を
も
ち
、
話
し
合
い
や
事
業
を
推

進
し
て
大
人
と
子
供
の
接
触
の
時
間
を

よ
り
多
く
も
つ
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い

　
ま
た
、
指
導
に
あ
た
る
各
地
区
の
子

供
会
指
導
者
、
子
供
会
リ
ー
ダ
ー
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
高
揚
の
た
め
、
な

お
一
層
の
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
町
子
供
会
育
成
連
絡
協
議
会
長
）

　
タ
を
テ
み
げ
ヨ
じ
ゃ
を
ナ
ヨ
ヰ
ゲ
ご
や
を
い
み
ヨ
ノ
レ
ユ
　
ヘ
ナ

デ
　
東
郷
橋
今
昔
物
語

～《

ル
“
《
ル
．
4
》
身
↓
・
．
“
曇
．
々
民
隼
〃
重
汐
事
・
〃
、
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

驚　

兼
結
ｽ
橋
は
明
治
四
十
三
年
に
架

け
ら
れ
た
の
で
す
。
旧
東
郷
橋
と
言

う
の
は
、
鶴
野
内
と
羽
坂
硯
野
の
間

に
架
け
ら
れ
た
橋
で
、
今
は
ビ
ー
ヤ

だ
け
が
昔
の
面
影
を
残
し
、
そ
の
場

所
は
町
営
渡
舟
場
で
あ
り
、
田
野
区

や
羽
坂
硯
野
付
近
の
児
童
、
生
徒
一
）

通
学
用
に
供
せ
ら
れ
て
い
ま
す
．
、

　
こ
の
旧
東
郷
橋
は
三
ケ
年
の
年
月

を
か
け
て
作
ら
れ
た
の
で
す
が
、
ピ

ー
ヤ
を
作
る
こ
と
が
大
変
な
難
工
事

　
で
凡
て
人
力
に
依
り
二
尺

　
五
寸
角
の
灰
石
を
二
人
制

　
か
り
で
運
搬
し
て
河
床
よ

　
り
積
上
げ
て
い
ま
す
。

　
　
今
の
よ
う
な
鉄
筋
で
な

　
く
、
木
橋
で
欄
干
も
な
か

．
な
か
派
手
な
形
を
し
て
い

　
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
あ

　
こ
の
橋
の
生
命
は
ピ
ー
ヤ

　
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

　
　
こ
の
工
事
は
長
崎
よ
り

耀
鎚
縫
郵
が
活

量
驚
瓢

り
ま
す
．
．
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
時
は
移
り
昭
和
十
年
奈
須
熊
吉
村
や

隠
然
舗
鞭
難
攣

橋
際
涯
三
論
鶴

成
、
反
対
に
二
分
し
、
遂
に
消
防
団

誰
時

）菰」L

来
て
い
た
塚
原
某
氏
に
よ
り
請
負
わ

れ
て
竣
工
し
て
い
る
の
で
す
。
当
時

人
夫
賃
は
二
十
五
銭
乃
至
三
十
銭
位

で
あ
っ
た
模
様
で
す
。
橋
の
長
さ
は

百
十
五
間
と
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
こ
の
橋
の
竣
工
式
は
盛
大
に
挙
行

さ
れ
て
、
内
藤
旧
藩
主
さ
ん
は
延
岡

よ
り
人
力
車
に
て
御
出
に
な
り
村
内

外
の
有
志
の
方
々
多
数
集
ま
り
祝
賀

を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
内
藤
き
ん

は
橋
の
渡
り
初
め
を
さ
れ
て
い
ま
す

　　
@　
@　
@　
@　

@

賜
難
翻
黙
澗
堕

北
側
は
福
瀬
の
新
名
岩
喜
｝
「

鯉
欝
籍
篠
　

無
難
繋

り
灘
誹
嚢
靱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
　
巾
員
は
山
霧
足
ら
ず
大
型
自
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
の
交
叉
は
出
来
な
い
。
愈
々
近
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
大
型
東
郷
橋
架
設
は
急
を
要
す
る
艶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
と
は
な
り
に
け
り
と
申
す
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
・
　
　
　
　
　
　
　
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
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町報とうこう（9｝

初春の香り

　2月始めから約20日間、役場の

町長室、中央公民館玄関、町立病

院玄関に梅の香りがただよい、訪

れる人がしばらく足を止めて花に

見入る光景がみられました。

　これは、野鶴内の中竹善千代さ

ん（72）が丹精こめて育てている

数多くの盆栽のうち、大盆栽3鉢

を借用したものです。

　この見事な古木盆栽は、訪れる

人々に好評だつたため、今後も花

の時期には階用して初春の香りを

分けてもらうことにしました。

暖冬異変

　二の冬は暖かい日が続き、あま

り暖房器具のお世話にならないま

まに春を迎えてしまいました。

　この7暖冬」は、昭和48年以来

6年ぶりで、春一番も昨年より11

日も早く訪れ、最低気温も氷点下

1．5度（2月3日）と6年間のう

ち最高になったそうです。

　例年になく早咲きの花々のあい

だを蜜蜂たちが忙しそうに飛びま

わっています。

＜

．
鴨
告
協
た
球
秘
－

　
今
月
の
う
ご
き
（
3
月
行
事
）

▽
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

欝

～
Z

　
　
3
月
4
日

▽
青
協
総
会

　
　
3
月
1
0
日

▽
青
年
教
室

▽
歩
こ
う
会

卒
業
期
の
非
行
防
止

　
．
二
月
は
少
年
た
ち
に
と
っ
て
は
、
卒

業
、
進
学
、
就
職
な
ど
の
期
待
や
不
安

で
動
揺
し
や
す
．
い
時
期
で
、
ち
ょ
っ
と

し
た
動
機
か
ら
非
行
に
走
っ
た
り
、
家

出
し
た
り
す
る
少
年
が
ふ
え
る
時
で
す

　
家
庭
、
学
校
、
少
年
を
と
り
ま
く
地

域
社
会
の
人
々
が
少
年
た
ち
の
気
持
ち

を
十
分
理
解
し
、
非
行
に
走
ら
な
い
よ

う
に
よ
く
見
守
っ
て
新
し
い
門
出
を
心

か
ら
祝
っ
て
や
り
．
た
い
も
の
で
す
．
、

◎
能
率
向
上
の
期
待
は
子
供
を
押
し
つ

ぶ
し
ま
す
．
、
教
育
マ
マ
的
に
父
母
の
世

間
体
で
子
供
の
能
力
特
性
を
忘
れ
、
無

理
を
き
せ
る
こ
と
’
、
・
子
供
は
そ
の
負
担

に
た
え
き
れ
ず
潰
れ
て
し
ま
う
の
で
す

◎
気
の
ゆ
る
み
が
非
行
を
ま
ね
く
原
因

に
も
な
っ
て
い
ま
す
、
．
進
学
、
就
職
が

決
定
す
る
と
親
子
と
も
安
心
し
て
気
を

ゆ
る
め
る
た
め
、
非
行
に
走
っ
た
例
が

多
く
あ
り
ま
す
．
．

◎
失
敗
に
く
じ
け
ず
努
力
を
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
．
試
験
に
お
ち
た
精
神
的

シ
ヨ
ツ
ク
で
が
っ
く
り
す
る
場
合
も
あ

る
で
し
ょ
う
．
、
し
か
し
そ
れ
で
人
生
が

終
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
を

歩
い
て
い
て
ち
．
よ
っ
と
転
ん
だ
く
ら
い

に
受
け
と
め
さ
せ
、
今
後
再
び
転
ば
ぬ

中
央
公
民
館
集
合

　
1
9
時
3
0
分
集
合

3
月
中
旬

3
月
中
旬

よ
う
に
気
を
つ
け
努
力
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
子
供
た
ち
に
理
解
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

◎
最
近
の
非
行
は
直
下
型
と
で
も
い
う

の
か
自
分
だ
け
で
判
断
、
解
決
、
決
行

と
全
く
単
純
な
行
動
が
多
い
の
で
す
．

◎
積
極
的
な
親
子
の
対
話
を
す
す
め
、

相
互
の
理
解
を
深
め
て
何
で
も
話
し
、

ま
た
話
し
戒
し
め
の
で
き
る
親
で
あ
る

べ
㍉
、
・
だ
と
思
い
ま
す
．

◎
非
行
の
型
は
種
々
あ
り
ま
す
が
、
大

人
の
み
な
き
ん
ど
う
か
愛
の
一
声
で
少

年
た
ち
の
非
行
を
防
止
し
、
よ
い
生
徒

社
会
人
と
な
る
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ

さ
い
。銃

の
保
管
を
完
全
に

　
．
一
月
十
五
日
で
猟
期
も
終
了
し
ま
し

た
が
、
幸
い
一
件
の
事
故
も
発
生
せ
ず

に
安
心
し
ま
し
た
．
．

　
と
こ
ろ
で
駐
在
所
だ
よ
り
で
も
書
き

ま
し
た
が
、
大
阪
で
の
猟
銃
に
よ
る
強

盗
。
殺
人
、
人
質
事
件
な
ど
も
あ
り
特

に
保
管
取
扱
い
が
や
か
ま
し
く
な
り
ま

し
た
。
凶
弾
は
一
括
処
理
し
手
元
に
お

か
な
い
よ
う
に
、
銃
は
分
解
し
弾
と
別

々
に
保
管
し
絶
対
に
開
か
な
い
よ
う
に

厳
重
格
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　
↓
斉
検
査
等
で
悪
い
保
管
で
の
指
摘

を
う
け
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
き
い

　
　
　
　
　
（
山
陰
警
察
官
駐
在
所
）
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置

年
金
保
険
料
の
改
正

　
四
弓
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
が
つ

ぎ
の
と
お
り
改
正
壱
、
、
れ
ま
す
，

「．

Y
三
、
三
こ
．
．
円
（
旧
二
、
七
三
凸
山
U

［
ノ
三
、
七
⊂
⊃
円
（
三
三
、
　
一
三
↑
円
）

　
受
給
権
確
保
の
た
め
、
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
．
．

　
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、
免
除
制
陰
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年

金
係
に
申
し
出
て
く
だ
き
い
、
．

奨
学
生
を
募
集

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
昭
和
五
十
四
年
度
の
奨
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

町
内
に
引
続
き
五
年
以
上
在
住
し
、
現

に
居
佳
す
る
人
で
、
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
・
大
学
に
在
学
し
て
い
る
人

ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
学
校
に
進
学
す
る

人
。▽

申
込
み
書
類

　
新
し
く
申
込
む
人
は
、
願
書
に
履
歴

書
・
身
体
検
査
書
・
在
学
証
明
菩
を
添

え
で
申
込
む
こ
と
、

　
継
続
申
込
み
者
ゆ
．
μ
、
願
書
に
或
績
証

明
書
（
大
学
は
修
業
証
明
書
）
を
添
え

る
こ
と
。
願
書
用
紙
は
、
教
育
委
員
会

事
務
局
で
直
接
受
領
す
る
か
、
電
話
で

請
求
す
れ
ば
郵
送
し
ま
す
．

▽
申
込
み
期
限

　
4
月
1
4
日
（
土
曜
日
）
ま
で
に
教
育

委
員
会
事
務
局
に
必
着
す
る
こ
と
．
．
な

お
、
や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ
り
書
類

等
が
添
付
で
・
≦
な
い
場
台
は
、
願
書
だ

け
で
も
期
隈
内
に
提
出
す
る
二
と
、
．

統
一
地
方
選
挙
説
明
会

　
四
月
二
十
二
日
執
行
予
定
の
東
郷
町

長
、
東
郷
町
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
を
対
象
に
、
立
候
補
手
続
き
な

ど
選
挙
亭
亭
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
つ

ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
．
。

▽
日
時
　
3
月
2
5
日
　
午
前
1
0
時

フ
場
所
　
中
央
公
民
館
　
2
階
会
議
室

▽
持
参
物
　
筆
記
具
　
資
料
代
千
円

家
畜
の
診
療
に
つ
い
て

　
仔
牛
の
病
気
が
多
発
し
て
い
ま
す
．
一

　
仔
牛
の
治
療
に
つ
い
て
は
、
生
後
四

ヶ
月
目
（
生
れ
月
は
］
ヶ
月
に
算
入
）

か
ら
共
済
加
入
の
対
象
と
な
り
、
初
診

料
五
〇
〇
円
ゼ
け
で
治
療
で
き
ま
す
が

共
済
未
加
入
の
場
合
は
、
事
故
外
と
し

て
治
療
費
を
徴
収
し
ま
す
。

　
ま
た
、
共
済
未
加
入
の
牛
が
去
勢
を

す
る
場
合
は
、
二
、
五
◎
◎
円
（
加
入
農

家
は
二
、
つ
、
×
）
円
）
を
徴
収
し
ま
す
．
、

　
万
一
の
事
故
に
噛
え
て
家
畜
共
済
に

青
頭
加
入
す
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
．

　
詳
し
く
は
、
農
業
共
済
組
合
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
日
向
農
業
共
済
組
合
）

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の

　
　
利
用
を
奨
め
ま
す

　
宮
崎
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自

分
の
健
康
を
創
る
意
味
で
次
の
と
お
り

セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
奨
め
て
い
ま
す
．

▽
利
用
の
方
法

　
電
話
口
で
利
用
し
た
い
月
日
と
人
数

　
を
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
す
る

▽
受
付
時
間

　
予
約
日
の
午
前
8
時
3
0
分
目
ら
午
前

　
9
時
5
0
分
ま
で

▽
利
用
料
金

　
一
人
二
、
五
こ
口
，
）
円

▽
セ
ン
タ
ー
の
場
所

　
市
内
線
平
和
台
行
（
8
番
線
）
花
殿

　
町
バ
ス
停
下
車
、
西
へ
約
5
0
賢

▽
問
合
せ
先

　
宮
崎
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　
　
宮
崎
市
霧
島
一
丁
目
二
番
地

　
　
　
二
丁
（
宮
崎
）
．
2
7
i
二
六
八
四

婦
人
電
気
教
室

　
九
州
電
力
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
這

気
に
強
く
な
る
「
婦
人
電
気
教
室
」
を

い
ろ
い
ろ
な
教
養
講
座
と
あ
わ
せ
て
開

講
し
て
い
ま
す
．
．
会
費
無
料
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
九
電
日
向
営
業
所
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．
．

▽
講
座
内
容
（
毎
月
1
回
2
時
問
）

1
回

32

薫炉
4
回

5
回

6
回

発
電
の
し
く
み
、
電
気
用
語

の
知
識

住
ま
い
の
配
線
と
照
明

器
具
修
理
実
習
と
電
気
事
故

防
止
P
R
な
ど

這
気
器
具
の
上
手
な
使
い
方

電
気
料
金
の
は
な
し

趣
味
の
実
習
（
七
宝
焼
）

九
電
施
設
見
学
（
大
分
火
力

発
甲
所
ほ
か
）

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

▽
福
瀬
の
平
野
武
士
き
ん
か
ら

　
　
（
シ
ゲ
ふ
噛
㌔
ん
・
8
4
歳
ご
死
キ
（
）

▽
福
瀬
の
川
越
正
喜
き
ん
か
ら

　
　
（
ケ
サ
き
ん
・
7
8
歳
ご
死
去
）

▽
小
野
田
の
橋
口
清
さ
ん
か
ら

　
　
（
千
利
源
、
・
ん
・
8
0
歳
ご
死
去
）

今
月
の
心
配
こ
と
相
談
日

　
　
　
3
月
2
0
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
隔
祉
協
議
会

一一一
ﾜちのうごき一．．一一

人　口6，783人　（＋29）

　男　3，321人（＋7’

　女　3，462人　（÷22、

世帯数1，750戸（⊥1）

　　　54年2月1日現在

　　　（　）は対前月比

克ヘノ．～一／一～＿一．r一．．　r．．．」　嗣．．一’、．．

響
懸
船

　
　
　
　
　
1
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
交
の
名
住

桑黒佐直井小

田木藤野上日

明　一あ美祐
　　　：「．⊃
二∫　 渚　 f忙　 み　 穂　喜

柳孝義広尚祐

結
婚
お
め
で
と
う

林1目染黒　黒山河近那菊黒金

氏

越田木木本丸木　野藤　須田

大河

住野

　
　
　
所

司
寺
　
迫

之
小
野
田

義
．
福
　
瀬

広
量
野
内

三
二
　
深

二
．
小
野
田

容弘　奈優

　　　緒

子実　美次

．美剛　 る．a　鋳了博　．礼　　 ミ嬰葦

喜　　み　　　　　　　　ツ
　　　　　　　　　　　　　名
．子．史　子夫　香．文　子守　子一

川．寺

南
町迫

福宮　．都寺　日越　門寺　都寺　福福住

麺欝迫骸ll迫白州瀬瀬所

一ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

直甲平橋谷．令

　　　　　　氏野三野口口丸

欺シ鍾名
工郎ゲ’子郎久

72788471746g奮

坪小編寺福当住

端鱒灘所
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